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九州支部セミナー



ポスターを公共施設や駅、病院など

に掲示していただいたほか、

地元のイベントを案内をしている

ホームページやSNSを使って、

一般の方に向けた告知をしました。



第９回NAHW九州支部セミナー

テーマ：「男と女の違いを理解！あなたの健康を考える講演会」

日 時：2018年6月1日（19:00~20:45）

場 所：アクロス福岡会議室607号

講演１：女性のハートは傷つきやすい ～心臓と血管の性差医療～

鹿児島大学心臓血管・高血圧内科 嘉川 亜希子 先生

講演２：ココロと肥満 男性と女性は違う？ ～リバウンドを防ぐ認知行動療法～

九州大学病院心療内科 特任講師 野崎 剛弘 先生

司会は、河野宏明先生にお願いいたしました。



嘉川 亜希子 先生

嘉川亜希子先生は、ご専門の循環器内科

の分野から、これぞ性差医療というお話を

してくださいました。

豊富な臨床経験からご紹介いただく症例

を交えたお話しは、会場から笑いも起こり、

参加者の皆さんを性差医療の世界にいざな

いました。40代、50代の女性の参加者が多

かったので、更年期女性の微小血管狭心症

のお話などは大変身近に感じて聞いていた

だけたと思いました。



野崎 剛弘 先生
野崎剛弘先生は、九州大学病院心療内科で

肥満の認知行動療法を実施しておられます。日本

の肥満治療に、早い時期から認知行動療法を取り

入れられた第一人者です。

今回は、ご専門の肥満治療について性差の視点

からご講演いただきました。野崎先生は知ってい

るようで知らない肥満につながる食生活や、性差

を踏まえた肥満対策の実際などについてお話しく

ださいました。ちょっと急ぎ足でしたが、今日か

らでも実践できる内容に参加者だけでなく、世話

人の私たちも興味津々で伺いました。





例年より少ない43名の参加でしたが、参加者の皆様が性差医療に関心を持って

下ったことは何よりの収穫であったと思います。
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セ ミ ナ ー 後 の ア ン ケ ー ト 結 果 の 集 計



最後に、清田真由美先生にご挨拶いただき閉会となりました。その際に

CFS/ME のDVDについてご案内いただき、参加者の有志の方々から少しご寄付

をいただいて、DVDはご希望の方に無料配布いたしました。ご寄付は、後日、

清田先生が取りまとめて天野先生に託してくださったと伺っております。

実は、この講演会の2週間前に九大心療内科の須藤信行教授が大会長

を務める第14回日本疲労学会（CFS研究会などが母体となった学会）

総会・学術総会が九州大学で開催されており、その学会のランチョン

セミナーで野崎剛弘先生がご講演になっていたのも不思議なご縁に感

じました。

来年の第10回の記念のセミナーは、代表世話人河野宏明先生にお世

話いただいて、熊本市で開催予定です。


